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はじめに 

 

 この「館山市立博物館年報」は、多くの方に博物館の活動を知っていただくために、１年間の活動概要を取り

まとめたものです。 

平成27年度は、多くの方から寄付された資料を紹介する「収蔵資料展」、地区ごとの歴史・文化を紹介する「新・

地区展 西岬」、戦後70年を迎え当時の暮らしを紹介した企画展「戦時のたてやま」、そして江戸時代後期、館山

を治めた稲葉氏を紹介した「館山藩 稲葉家と藩士たち」などの展示事業に加え、館山に残る古文書から、その

時代風景を読み解く「古文書解読講座」、南総里見八犬伝を分かり易く解説した「活弁八犬伝」など様々な企画を

開催しました。 

どの企画も、「郷土の歴史・文化に触れる貴重な体験であった。」、「新しい発見により一層の地域への愛着が深

まった。」などの感想を頂き、博物館としても成功裏に終了できたのではないかと感じています。 

最後に今後も、魅力あふれ、人で賑わい、地域から支え続けられる博物館として活動できるよう、この「館山

市立博物館年報」が、ご理解ご協力を賜ります一助となれば幸いです。 

 

平成28年10月31日                         館山市立博物館      
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展覧会・講座等の開催に関すること。

うち非常勤職員（６名） うち非常勤職員（３名）

 
 
 
１ 組織図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施設 

 

 

３ 博物館協議会 

区 分 氏 名 

学識経験者 椙山 林繼 

学識経験者 清本 正人 

学校教育関係者 池田 俊郎 

社会教育関係者 石井 則子  

家庭教育の向上に資する活動を行う者 須田 啓子 

 
 

名    称   位   置  備  考 

館山市立博物館 本館 館山市館山 351番地の 2 昭和 58年（1983）開館 

  館山城（八犬伝博物館） 館山市館山 351番地の 2 昭和 57年（1982）開館 

館山市立博物館分館 
「“渚の駅”たてやま」 

  渚の博物館 
館山市館山 1564番地の 1  

千葉県から移譲（平成 23年：2011） 

旧千葉県立安房博物館 

Ⅰ 組織と運営 

平成28年7月1日現在 
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４ 入館料 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
５ 事務事業 

     博物館運営事業〇〇〇〇〇 ： 施設運営に係る事務事業 
     博物館施設管理事業     ： 施設の維持管理、運営 
     博物館展示・学習支援事業 ： 各種展示事業、及び各種講座・講演会の開催 

     博物館資料収集調査事業  ： 安房地域の歴史・文化・自然等に関する資料の収集・保存・研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本館・館山城） 
  

区  分 
観覧料（1人につき） 

個人 団体 

常設展 
小学校・中学校 

・高校生 
150円 100円 

  一般 300円 250円 

特別展 １人につき500円以内で、その都度別に定める。 

※ 分館（「“渚の駅”たてやま」渚の博物館）は無料 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間合計

大人 694 727 591 708 763 969 1,148 653 460 321 801 1,031 8,866

小人 71 304 123 394 198 396 124 101 35 408 157 69 2,380

765 1,031 714 1,102 961 1,365 1,272 754 495 729 958 1,100 11,246

平成27年度 大人 6,140 6,782 2,481 2,272 3,463 3,462 2,880 2,705 1,846 3,629 3,207 5,189 44,056

総合計 小人 1,220 1,325 279 479 1,424 532 345 335 224 670 323 1,107 8,263

7,360 8,107 2,760 2,751 4,887 3,994 3,225 3,040 2,070 4,299 3,530 6,296 52,319

63,565 大人 6,834 7,509 3,072 2,980 4,226 4,431 4,028 3,358 2,306 3,950 4,008 6,220 52,922

小人 1,291 1,629 402 873 1,622 928 469 436 259 1,078 480 1,176 10,643

8,125 9,138 3,474 3,853 5,848 5,359 4,497 3,794 2,565 5,028 4,488 7,396 63,565合計

本館

本館　計

城

城　計

計

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

大人 12,039 8,211 8,887 9,555 8,324 9,339 8,866

小人 2,062 2,502 2,014 1,799 1,454 1,924 2,380

大人 44,635 37,431 37,402 41,684 35,264 45,757 44,056

小人 9,073 7,739 7,932 8,368 6,662 8,950 8,263

大人 56,674 45,642 46,289 51,239 43,588 55,096 52,922

小人 11,135 10,241 9,946 10,167 8,116 10,874 10,643

67,809 55,883 56,235 61,406 51,704 65,970 63,565総合計

本館

城

計

（人）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

入館者数 127,531 128,846 89,679 136,194

※　供用開始日　：　平成24年3月25日

 

 

 

１ 入館者数 

(1)本館・館山城入館者数 

 平成27年度月別                                       (人) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年度別推移                                         （人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考）分館（「“渚の駅”たてやま」渚の博物館）入館者数：年度別 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 利用状況 
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(2)展示・講座等参加者数 

 

区 分 企画名・会期 参加者（人） 

収蔵資料展 終戦 70年企画収蔵資料展「戦時のたてやま」 9,582  

  
 

H27・7・11～9・6   

企画展 

  

 

  

後藤義光生誕 200年記念企画展「房州彫物職人の技」 9,273 

  H27・4・18～5・24   

新・地区展「西岬―海の信仰が息づく地―」 7,308  

  H27・10・10～11・29   

特別展 「館山藩―稲葉家と藩士たち―」  7,793 

  
 

H28・2・6～3・21 
 

おもな講座 歴史教室「古文書を読んでみよう」（全10回） 1,230 

  歴史体験教室「甲冑を着よう」（全66回） 766  

  歴史教室「活弁八犬伝」（全 2回） 39 

  わたしの町の歴史探訪「西岬」 49 

 

 

２ 学校等の利用（おもなもの） 

 

(1)本館・館山城  
 

27. 5.14 市立第二中学校 84名  
 

 5.22 安房特別支援学校館山聾分校 11名  6.26 市立館山小学校 74名 

 9.25 南房総市立南三原小学校 41名  9.29 市立館山小学校 72名（昔の暮らし学習） 

 9.30 市立西岬小学校 9名（昔の暮らし学習）  10.14 南房総市立丸小学校 48名（昔の暮らし学習） 

 12.18 安房特別支援学校 23名 28. 1.20 市立豊房小学校 18名（昔の暮らし学習） 

 1.26 市立館野小学校 27名（昔の暮らし学習）  1.26 市立北条小学校 130名（昔の暮らし学習） 

 1.27 市立館山小学校 63名  1.28 南房総市立千倉小学校55名（昔の暮らし学習） 

 1.29 鋸南町立鋸南小学校 52名（昔の暮らし学習）  2.2   市立九重小学校 13名（昔の暮らし学習） 

 2.4  南房総市立富浦小学校35名（昔の暮らし学習）  2.17 市立神戸小学校 21名（昔の暮らし学習） 

(2)渚の博物館  
 

27. 11.18 市原市市津地区民生委員児童委員協議会 25名 28. 1.15 船橋緑友会 45名 
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３ 資料の利用 

(1) 放映・掲載など 

申請日 資料名 掲載・放映媒体 

27.4.3 万祝 ハースト婦人画報社『美しいキモノ』 

4.4 館山城外観 フジテレビ「南くんの恋人」 

4.8 里見吉政由緒書 他 里見の郷委員会『ぐんま里見の郷再発見伝』 

4.10 絵葉書「鏡ヶ浦北條海岸ノ光景」他 NHK千葉「首都圏ネットワーク」「ひるまえほっと」 

4.21 八犬伝関係資料 金谷美術館「アートで見る南総里見八犬伝」（図録等） 

4.24 版画「里見八犬伝魁里見息女伏姫」 他 千葉県立中央博物館企画展「妖怪と出会う夏 in 

Chiba2015」（パネル・図録等） 

5.11 押送船模型 他 千葉テレビ「ちば見聞録」 

5.29 唐䙁織 着物・反物 芳林社『月刊マネジメントスクエア 8月号』 

5.31 「房州鏡浦略図」 他 千葉テレビ「ちば見聞録」 

6.1 版画「新田義貞鎌倉合戦稲村ヶ崎の図」 泉放送制作「高島礼子・日本の古都～その絶景に歴史

あり」 

6.17 版画「大日本六十余州之内安房里見の姫君

伏姫」 

千葉県総合企画部 地方自治法施行 60 周年記念貨幣

セット内 千葉県パンフレット 

6.18 館山城展示風景 千葉県聴覚障害者協会「目で聴くテレビ」 

6.30 沖ノ島遺跡出土遺物 NHK「ひるブラ」 

6.29 版画「八犬伝 犬の草紙の内 森口九郎」 金時米菓「歌舞伎座あられ」化粧箱 

7.2 館山城展示風景 千葉テレビ「ウィークリー千葉県」 

7.6 館山城展示風景 JR東日本パンフレット 

7.22 写真「白浜の海女」 テレビ朝日「ごはんジャパン」 

7.27 万里小路通房肖像写真 他 千葉県文書館・宮内公文書館共催展「皇室がふれた千

葉×千葉がふれた皇室」（図録等） 

8.4 館山城展示風景・外観 KADOKAWA『千葉ウォーカー 秋』 

8.15 平城京跡出土木簡（複製） 千葉テレビ「ちば見聞録」 

8.16 日在浦地曳網絵馬 他 勉誠社『生産・流通・消費の近世史』 

8.17 版画「芳流閣両雄動」 南総里見まつり実行委員会「第 34 回南総里見まつり

チラシ」 

9.3 版画「八犬伝犬之草子之内 外山妙真」 講談社出版・梶よう子著『ヨイ豊』 

9.8 版画「里見八犬伝之内葛飾合戦」 他 BS-TBS「THE歴史列伝 第77回滝沢馬琴」 

10.1 器械潜水ジオラマ テレビ朝日「日本のチカラ」 

10.5 唐桟織柄見本 千葉市文化振興財団「文化センター伝統芸能まつり」 

10.13 勝山調画「かつおの流し釣溜図」 日本テレビ「鉄腕DASH」 

10.19 版画「大日本六十余州之内安房里見の姫君

伏姫」 

館山信用金庫「南総里見八犬伝定期預金パートⅣ」チ

ラシ 

10.20 版画「芳流閣両雄動」、館山城外観 毎日新聞旅行 パンフレット 
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10.23 醍醐新兵衛定緝肖像画 千葉県教育庁「鯨塚と勝山城跡」 

11.4 万祝（捕鯨） 海象社『守ろう育てよう日本の水産業 第２巻 くら

しと漁業』 

11.10 曲亭馬琴肖像 他 佼成出版社『ダーナ 2016年初春号』 

11.13 版画「里見左馬頭義弘 城ヶ島に北条と戦

う」 

横浜市歴史博物館パンフレット『南房総の中世城郭を

訪ねて』 

11.23 版画「芳流閣両雄動」 西郷商店 パンフレット・商品外箱 

11.25 写真「館山藩4代藩主稲葉正巳」 他 ハーパーコリンズ社『ビジュアル江戸三百藩』 

11.25 里見吉政戦功覚書 八王子市市史編纂室『八王子市史 通史編2 中世』 

12.9 里見義康像 産経新聞栃木版 

12.16 版画「大日本六十余州之内安房里見の姫君

伏姫」 

JR東日本『JREAST 1月号』 

12.25 チョウセン海女衣類 他 あわコットンクラブ『房州じんのを読み解く』 

12.28 版画「忠犬・八房」 明治図書出版『よくわかる国語の学習』 

28.2.2 絵葉書「富浦海岸地曳」 他 東京水産振興会「海の恵みと日本人 イワシ」 

2.9 画帖「海女の図」 他 海の博物館（三重県）「浮世絵から見る海女」（図録等） 

2.16 版画「里見八犬士之内 犬江親兵衛」 他 テレビ東京「出没！アド街ック天国」 

2.16 万祝見本帳 他 千葉テレビ「ちば見聞録」 

3.1 捕鯨図 日本テレビ「ザ！鉄腕 DASH」 

3.3 館山城・本館外観 千葉テレビ「おじゃまします市町村街かどクイズ」 

3.10 醍醐新兵衛定緝肖像画 他 鋸南町教育委員会『鋸南町の歴史』 

3.11 忍藩陣鐘（複製） 行田市教育委員会『行田の歴史』 

3.30 醍醐新兵衛定緝肖像画 天夢人『週刊ビジュアル江戸三百藩 32号』 

 

（2）貸出 

申請日 資料名 貸与先（利用目的） 

27.5.8 八犬伝錦絵、「新八犬伝」人形（信乃・道節）」 

他 

公益財団法人金谷美術館企画展「アートで見る南総里

見八犬伝」 

6.27 版画「里見八犬伝魁里見息女 伏姫」 他 千葉県立中央博物館企画展「妖怪と出会う夏 in 

Chiba 2015」 
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１ 常設展 

 本館民俗展示室では、通常の常設展示のほか、季節展示を行いました。また、企画展示室の一部を「岩崎巴人

記念室」とし、館山市名誉市民の称号を贈られた水墨画家、故岩崎巴人氏の作品を常設展示しました。また、企

画展・特別展で企画展示室を利用しない期間は、テーマ展示「安房の仏教美術」を行いました。 

 渚の博物館企画展示室では、企画展等で利用する期間を除き「安房の伝統工芸」を開催しました。 

 

２ 企画展・特別展 

(1)後藤義光生誕200年記念企画展「房州彫物職人の技」 

◆期 間 平成27年4月18日（土）～5月24日（日） 開館36日 

◆会 場 渚の博物館 企画展示室 

◆概 要 館山市内には鶴谷八幡宮の拝殿向拝の格天井の龍をはじめ

個人のお宅にも数多くの後藤義光の作品が残り、山車や神輿の彫刻で

も親しまれています。今回の企画展では、生誕 200年となる節目に合

わせ、館山市内に残された彫刻を中心に、その作品をご紹介しました。

展示資料数 47点。 

◆印刷物 ポスター・パンフレット 

◆関連事業 ①解説会「後藤義光とその作品」（寺社彫刻研究家・彫刻

家 稲垣祥三氏）4/25（土） 

 

(2)終戦70年企画 収蔵資料展「戦時のたてやま」 

◆期 間 平成27年7月11日（土）～9月6日（日） 開館50日 

◆会 場 博物館本館 企画展示室 

◆概 要 終戦から70年という節目にあたることから、戦時の館山に注目した収蔵資料展を開催しました。本市

域は東京湾要塞地帯に指定され、館山海軍航空隊や館山海軍砲術学校など多くの軍事施設を抱えていました。今

回はこれらの関連資料を通して地域の特徴を紹介するとともに、戦時中の暮らしや学びに関わる資料を多く取り

上げ、戦争が地域の人々に与えた影響について振り返る機会としました。さらに、昭和２年（1927）にアメリカ

から日本の小学校に贈られた「青い目の人形」のうち、館山小学校（個

人蔵）・南房総市立富浦小学校・鴨川市立東条小学校・君津市立松丘小

学校・富津市立佐貫小学校の５体をお借りして特別公開しました。展

示資料数 140点。 

◆印刷物 ポスター・ワークシート 

◆関連事業 ①展示解説会 7/25（土）・8/22（土） 

      ②紙芝居上演会「生きていた青い目の人形」（松苗禮子氏） 

 8/8（土）・8/22（土）・8/29（土） 

 

Ⅲ 展示活動 

船首「鳳凰」（新宿 神明神社蔵） 
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 (3)新・地区展「西岬
にしざき

―海の信仰が息づく地―」  

◆期 間 平成27年10月10日（土）～11月29日（日） 開館44日 

◆会 場 博物館本館 企画展示室 

◆概 要 市内10地区の歴史と文化財を紹介する「新・地区展」シリーズの第４回として、西岬地区を取り上げ

ました。西岬地区は海との関わりが深い地域です。見物にある鉈切洞穴は 6000年前の海蝕洞穴で、縄文時代には

洞窟住居、古墳時代には墓、その後は鉈切神社として、関西からきた漁民や地元漁師の信仰の場へと変遷してい

ます。また、坂足の照浪院（波切不動）や洲崎神社など、海に関わる信仰を集めた寺社が数多く存在します。今

回の展示では、海への信仰を示す資料を中心に、洲崎が東京湾の入り口に位置することから海岸警備の要所とさ

れていたことを示す資料や、景勝地として多くの文人墨客が訪れた際

の紀行文などを紹介しました。展示資料数128点。 

◆印刷物 ポスター・しおり・チラシ・図録（カラー8頁） 

◆関連事業 ①展示解説会 10/24（土）・11/21（土） 

      ②第35回わたしの町の歴史探訪「西岬地区― 

伊戸・坂足・小沼・坂井―」11/1（日） 

 

(4)特別展「館山藩―稲葉家と藩士たち―」 

◆期 間 平成28年2月6日（土）～3月21日（月・祝） 開館39日 

◆会 場 博物館本館 企画展示室 

◆概 要 天明元年（1781）から明治４年（1871）までの90年にわたって存在した館山藩について取り上げまし

た。藩主である稲葉家は、３代将軍徳川家光の乳母として有名な春日局とその夫である稲葉正成の子孫にあたる

一族です。正明を初代藩主とし、５代正善のときに明治を迎えました。安房・上総・下総３か国の領地を合せて

１万石の小藩でしたが、４代正巳は老中格・海軍総裁など幕府の要職に就いています。市内では館山・豊房・神

戸地区などの一部を領地とし、年貢諸税の徴収や各種取締りなどの支配を行いました。その一方、藩士のなかに

は地元から登用された者もおり、俳諧や学問を通じて藩士と地域の人々が交流する機会もありました。 

今回はこれまで整理されてこなかった館山藩の歴史について、領地の分布や藩制、領地支配など、基礎的な事

実を出来る限り明らかにすることを目指しました。さらに、藩士の家や地元の村々に伝わる資料を中心に調査を

行い、藩士たちの実像や地域の人々との関わりを紹介しました。展示構成は(1)稲葉家の系譜、(2)代々の藩主た

ち、(3)藩士の姿、(4)領地支配と人々、(5)幕末維新の動乱と海防、(6)明治を迎えての 6章です。展示資料数 87

点。 

◆印刷物 ポスター・チラシ・しおり・図録（カラー56頁） 

◆関連事業 ①講演会「江戸時代の藩社会と地域社会」（講師：東海大学教育研究所教授 馬場弘臣氏） 3/12（土） 

②展示解説会 2/13（土）・3/13（日） 
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１ 出版物の刊行 

(1)館報「ミュージアム発見伝」第90号 

◆刊行時期 平成28年3月 31日 

◆部 数 1,500部 

◆概 要 平成27年度に開催した展示の概要や、宮沢竹堂が安房の風土を詠んだ漢詩集『房州雑詠』の資料紹介、

南総里見八犬伝の浄瑠璃用台本「花魁莟八総」に関するコラムなどを掲載しました。 

 

(2)文化財マップ 

①「石彫師 武田石翁を訪ねて 3（鋸南町・鴨川市編）」 

◆刊行時期 平成27年7月 

◆概 要 近世後期に活動した石彫師・武田石翁は、安房国平郡本織村（現南房総市本織）の出身で、寺社など

に多くの作品を残しました。館山市・南房総市編に続き、鋸南町・鴨川市内の作品を紹介する文化財マップを、

博物館ミュージアム・サポーター「絵図士」9 名（愛沢香苗・青木悦子・刑部昭一・金久ひろみ・鈴木正・殿岡

崇浩・羽山文子・山杉博子・吉村威紀）とともに作成しました。 

 

②「日枝神社（南房総市白間津）」 

◆刊行時期 平成27年12月 

◆概 要 国指定重要無形民俗文化財の「白間津の大祭（オオマチ）」で知られる日枝神社の文化財マップを、

博物館ミュージアム・サポーター「絵図士」8 名（青木徳雄・川崎一・佐藤博秋・佐藤靖子・殿岡崇浩・中屋勝

義・羽山文子・山杉博子）とともに作成しました。これまでに作製された文化財マップは、本館 1階で配布して

います。 

 

２ 講座・教室 

(1)歴史体験教室「甲冑を着よう」 

◆開催日 平成27年4月5日（日）～平成28年3月27日（日） 計66日 毎週日曜・祝日開催 

◆概 要 入館者が戦国時代の甲冑（レプリカ）を着用し、その重さや感触を体験することにより、当時の武具

に対する認識を深め、歴史への興味・関心を持つことを目的としています。また、甲冑の着付けや着用方法・基

礎知識の解説はミュージアム・サポーター「甲冑士」が行っており、ボランティアの学習・活動の場ともなって

います（平成 27年度末時点で 21名登録）。体験用甲冑は 2領（赤糸威・紺糸威）あり、1領ずつ交互に使用して

います。また、今年度は国の地方創生交付金を活用し、子供用甲冑 1領の購入、陣幕の製作、甲冑の修繕等を行

いました。 

◆参加人数 766人 

 

 

 

Ⅳ 教育・普及活動 
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(2)甲冑士養成講座 

◆開催日 平成27年6月27日（土） 

◆概 要 歴史体験教室「甲冑を着よう」において、甲冑着用を希望する入館

者に着付けを行い、着用方法や甲冑の基礎知識を解説するボランティアである

ミュージアム・サポーター「甲冑士」の新規募集と養成を行いました。養成講

座の終了後、体験教室で現場実習を行い、受講者全員を甲冑士として認定しま

した。 

◆参加人数 2人 

 

(3)古文書を読んでみよう 

◆開催日 平成27年6月～平成 28年3月 毎月第3日曜日（午前）・火曜日（午前・午後）全 3クラス各10回 

◆概 要 安房地域で作成された江戸時代の古文書をテキストとして、くずし字の読み方と地域の歴史を学ぶ講

座です。初心者向けに 3クラスを開講しました。 

◆参加人数 日曜午前クラス 39人・火曜午前クラス41人・火曜午後クラス45人  のべ参加者947人 

 

(4)安房学講座 

◆開催日 ①平成27年6月 6日（土）「安房国六十六部廻国聖について―山本村権右衛門の場合―」（講師：千葉

経済大学経済学部教授 菅根幸裕氏） 

     ②同 7月 18 日（土）「房総と浮世絵―安房を中心に―」（講師：千葉県文化財保護協会理事 綿貫啓

一氏） 

     ③同 9月5日（土）「近世安房地域における漁業と漁村」（講師：東京国際大学非常勤講師 出口宏幸

氏） 

     ④同 10月3日（土）「安房地域における元禄地震津波」（講師：千葉県立中央博物館分館海の博物館

主席研究員 本吉正宏氏） 

     ⑤同 12月5日（土）「千葉県の戦争遺跡～習志野騎兵と秋山好古～」（講師：千葉県立中央博物館主

任上席研究員 佐藤誠氏） 

     ⑥平成28年1月 9日（土）「安房考古学散歩」（講師：国士舘大学非常勤講師 高木博彦氏） 

     ⑦同  2月6日（土）「明治天皇の大嘗会と安房」（講師：宮内庁書陵部研究員 宮間純一氏） 

⑧同 3月5日（土）「地域のなかの館山藩士」（講師：当館学芸員 宮坂新） 

◆概 要 「安房の歴史と文化」および「房総の海と生活」

を共通テーマに掲げ、安房地方を研究している方を講師に迎

えて各分野にわたって講演いただきました。館山市文化財保

護協会と館山市立博物館で組織された安房学講座実行委員会

が企画運営しています。 

◆参加人数 のべ505人（全 8回） 

 

 

第7回 宮間純一氏 
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(5)歴史教室「活弁八犬伝」 

◆開催日 ①平成27年6月 13日（土）「八犬士が生まれる 

前のお話」 

     ②同  7月11日（土）「犬塚信乃の冒険」 

◆概 要 長大な南総里見八犬伝のストーリーを、錦絵や

イラストを交えてわかりやすく解説する講座です。スクリ

ーンに画像を写しながらテンポよく喋る活弁スタイルでお

届けしました。 

◆参加人数 ①23名 ②16名 

 

(6)歴史教室「わたしの町の歴史探訪」第35回 西岬地区

（伊戸・坂足・小沼・坂井） 

◆開催日 平成27年11月1日（日） 

◆概 要 35回目となる今回は、新・地区展「西岬―海の

信仰が息づく地―」の関連事業として開催しました。手作

りのイラストマップを片手に、江戸日本橋の魚問屋が奉納

した手水鉢が残る照浪院（波切不動）や、小沼川沿いに残

る地蔵尊や青面金剛、二十三夜塔など、西岬地区の伊戸・

坂足・小沼・坂井の寺社や史跡を巡りました。 

◆参加人数 49人 

 

(7)特別展講演会 

◆開催日 平成28年3月12日（土） 

◆会 場 博物館本館 集会室 

◆概 要 特別展「館山藩―稲葉家と藩士たち―」の関連事業として開催

しました。東海大学教育研究所教授の馬場弘臣氏を講師に迎え、「江戸時

代の藩社会と地域社会」をテーマに、藩の仕組みや、館山藩が果たした役

割などについてご講演いただきました。  

◆参加人数 94人 

    

 

 

講師の馬場弘臣氏 

富士登山碑（伊戸） 
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１ 学芸員の活動 

(1)岡田晃司（副参事） 

◆講師派遣等 

・平成 27年4月30日 千葉県文書館古文書調査員委嘱 

・同 6月5日  HITAC情報サービスネットワーク協議会総会講師「里見八犬伝と東京湾の戦国武将“里見氏”」 

・同 6月6日  生涯学習出前講座（たてやま・海辺の鑑定団）講師「沖ノ島周辺の歴史」 

・同 6月10日 生涯学習出前講座（館山市立北条小学校）講師「八犬伝ってなに？里見氏ってなに？」 

・同 6月12日 生涯学習出前講座（館山市立九重小学校）講師「九重地区の文化財を知ろう」 

・同 7月5日  東京湾学会総会講師「戦国の東京湾と里見氏」 

・同 7月7日  千葉県生涯大学校南房学園講座講師「里見氏の歴史」 

・同 8月18日 中央ろうきん友の会館山支部講座講師「房総の里見氏と東京湾－里見氏の何が大河ドラマにな

るの？－」 

・同 9月 2日 千葉県生涯大学校南房学園講座講師「市内にあるふたつの里見の城から歴史を見る－稲村城と

館山城－」 

・同 9月12日 館山市中央公民館ふるさと講座講師「東国の戦乱と前期里見氏」 

・同 10月14日 千葉県史跡整備市町村協議会大会現地視察講師「里見氏城跡・稲村城跡」 

・同 10月14日・11月24日 千葉県生涯大学校南房学園講座講師「里見氏史跡めぐり」 

・同 11月29日 安房歴史文化研究会例会報告「波左間村に所在する２か所の陣屋伝承」 

・同 12月22日 生涯学習出前講座（安房高同窓会那古支部）講師「身近なところに歴史がある－那古の歴史・

館山市の歴史・房総里見氏から見る日本の歴史－」 

・平成28年1月17日 生涯学習出前講座（館山市手話サークル）講師「八犬伝ってなに？里見氏ってなに？」 

・同 3月7日  富浦地区生涯学習推進委員自主企画講座講師「里見水軍と岡本城－房総の里見氏と東京湾－」 

・同 3月21日 生涯学習出前講座（神明町町内会）講師「神明町の歴史」 

・同 3月21日 生涯学習出前講座（GH古茂口）講師「八犬伝ってなに？里見氏ってなに？」 

・同 3月23日 横浜市歴史博物館中世城郭バスツアー講師「岡本城跡・館山城跡・稲村城跡」 

◆原稿執筆等 

  なし 

 

 

(2)宮坂新（学芸員） 

◆研修・会議等 

・平成 27年7月23日 千葉県博物館協会地域振興委員会第３回安房地区ブロック会議（鋸南町立中央公民館） 

・同 12月17日 千葉県博物館協会地域振興委員会第４回安房地区ブロック会議（白浜海洋美術館） 

・平成 28年2月17日  千葉県博物館協会資料救済代表者会議（千葉県立中央博物館） 

◆講師派遣・研究報告 

・平成27年8月1日 安房歴史文化研究会例会報告「近世関東の干鰯流通と房州和田村」 

Ⅴ 調査・研究活動 
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・同  10月15日 生涯学習出前講座（市立船形小学校放課後子ども教室）「八犬伝ってなに？里見氏ってなに？」 

・同 11月8日  関東近世史研究会大会報告「江戸周辺地域における幕府広域行政の展開と受容」 

・平成28年3月5日  安房学講座講師「地域のなかの館山藩士」 

・同 3月25日  江東区深川江戸資料館ボランティア研修会講師「江戸時代房総の干鰯―生産と流通―」 

◆原稿執筆等 

・「近世後期における安房国の干鰯生産」（『知多半島の歴史と現在』19、日本福祉大学知多半島総合研究所） 

・「近世関東における干鰯流通の展開と安房」（荒武賢一朗編『世界とつなぐ 起点としての日本列島史』、清文堂

出版） 

・みなと総合研究財団広報誌『みなと総研』№13「My Way My Style 江戸時代の東京湾を語る」（取材協力） 

・特別展図録『館山藩―稲葉家と藩士たち―』（平成 28年2月6日発行） 

 

 

(3)池田英真（商工観光課学芸員／博物館併任） 

◆研修等 

  なし 

◆講師派遣等 

・平成27年9月5日 第19 回戦争遺跡保存全国シンポジウム千葉県館山大会～戦跡と文化財を活かしたまちづ

くり「館山まるごと博物館」～パネルディスカッション「戦跡と文化財を活かしたまちづくり」 

・同 12月6日 平成27年度千葉大学公開市民講座「安房を彫る―木を生かす人びとの営み―」講演「安房の木

彫仏とその造形」 

◆原稿執筆等 

  なし 
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１ 新規収蔵資料 

 平成27年度の新規収蔵資料点数は以下のとおりです。 

 寄付 購入 移管 受託 合計 

点数 4695 19 1 40 4755 

 ・受託資料のうち更新分は含まない。 

 

(1)寄付資料 

寄贈者 資料名 数量 

松本 素子 館山市 行器、会席膳 他 9 

田村 浩 南房総市 国鉄バス記念乗車券 他 5 

田中 義昭 君津市 里見之家譜、聲誉寂絃居士讃 2 

金木 幹人 館山市 北条海岸他写真帳 1 

高橋 成明 南房総市 佐倉惣吾實記 1 

吉田 健樹 東京都 大工関係古文書、仏壇彫刻 178 

安西 節子 館山市 東長田谷遺跡出土遺物 68 

佐藤 光次郎 館山市 男性用外套 1 

平山 正人 館山市 刀 2 

石井 要郎 館山市 田植機、石井文夫家文書 121 

亀田 輝夫 南房総市 サッカリン壜、桑皮ロープ、鉄滓 他 32 

伊介 春男 館山市 神田家文書 1箱 

松本 一伸 館山市 洲ノ埼航空隊使用仕出箱 1 

中村 栄 館山市 地籍図、館山町地番反別入地図 2 

久米 幹男 神奈川県 絵はがき 202 

矢矧 文子 館山市 ネガ、紙焼き写真 3209 

長井 晃弘 館山市 写真、古文書 8 

鈴木 光雄 館山市 軍服（上・下）、双眼鏡 3 

鈴木 日出人 神奈川県 鈴木日出児作品及び関係資料 202 

中村 君江 館山市 舵輪、羅針盤 2 

亀田 淑子 館山市 絵はがき、古文書、古銭 他 531 

佐藤 博秋 館山市 絵はがき（軍用機 等） 13 

生稲 聖司 館山市 船形町地番反別入地図、絵はがき 2 

田村 成一 神奈川県 船形郷土読本 他 9 

白熊 勝美 館山市 竹加工道具、白熊家文書 他 64 

白幡神社氏子総代 鈴木 巌 館山市 白幡神社幟旗 2 

久保田 英男 館山市 疑似餌 6 

Ⅵ 資料の収集・保存 
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飯塚 葉子 館山市 唐棧織名刺入 他 6 

井原 重之 佐倉市 掛軸「厳蘭図」（本多正憲画） 1 

出雲 美智子 船橋市 新井文山木像 1 

安田 仁一 館山市 古文書 10 

  ・一部を除く。 

 

(2)購入資料 

資料名 数量 資料名 数量 

版画「八花魁/古那屋の場」 1 鳥瞰図「夏の房総」 1 

絵はがき「房州鏡ケ浦の地曳」 他 4 『幕末・明治・大正回顧八十年史』 2 

CD「新内枝幸太夫の世界」 1 房総（特三十七号）国道工事概要 1 

「東京近傍 避暑避寒案内地図 全六枚 

説明書附」 
1 房総写真名鑑 1 

「安房名所しほり（袋付）」 5 安房郡東條村広場分譲地案内 1 

版画「一力長五郎」 1 － － 

 

(3)移管資料 

資料名 数量 旧保管者 

旧行政文書 44 館山市健康福祉部社会福祉課 

 

(4)受託資料 

受託者 資料名 数量 

犬石区長 芝田 拓児 館山市 犬石区有文書 一括 

手力雄神社 宮司 黒川 彰 館山市 手力雄神社神輿野筋、吹返し 5 

亀田 浩 館山市 欄間「養老の滝」 1 

鳥海 正子 南房総市 鳥海家文書 33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ 例 規  

 

○館山市立博物館設置条例 

昭和57年6月26日条例第15号 

（設置及び目的） 

第１条 本市は，博物館法（昭和26年法律第285号。

以下「法」という。）第18条の規定により，市の歴

史，芸術，民俗，産業等に関する資料を収集し，保

管し，及び展示して一般公衆の利用に供するととも

に，その教養，調査研究，レクリエーション等に資

するために必要な事業を行い，あわせてこれらの資

料に関する調査研究を行うため博物館を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 博物館の名称及び位置は，次のとおりとする。 

 （所管） 

第３条 博物館は，館山市教育委員会（以下「教育委

員会」という。）の所管に属する。 

（事業） 

第４条 博物館は，法第３条第１項の定めるところに

したがいおおむね次の各号に掲げる事業を行う。 

(１) 実物，模写，模型，文献，図表，写真，フィ

ルム等の博物館資料を豊富に収集し，保管し，及

び展示すること。 

(２) 博物館資料に関する専門的，技術的な調査研

究を行い，報告書等を公刊すること。 

(３) 博物館資料に関する講演会，研究会等を開催

すること。 

（職員） 

第５条 博物館に館長及び学芸員のほか必要な職員

を置く。 

２ 前項の館長は，非常勤とすることができる。 

（観覧料） 

第６条 博物館の観覧料は，次のとおりとする。ただ

し，市内に住所を有するものはその半額とし，10円

未満の端数は切り上げるものとする。 

 

 

 

 

（観覧料の減免） 

第７条 市長は，公益上その他必要と認めるときは，

観覧料を減免することができる。 

（既納観覧料の還付） 

第８条 既納の観覧料は，これを還付しない。ただし，

市長が特別の理由があると認めたときは，還付する

ことができる。 

（博物館協議会） 

第９条 博物館に館山市立博物館協議会（以下「協議

会」という。）を置く。 

２ 協議会の委員（以下「委員」という。）は，学校

教育及び社会教育の関係者，家庭教育の向上に資す

る活動を行う者並びに学識経験のある者の中から

教育委員会が任命する。 

３ 委員の定数は，７人以内とする。 

４ 委員の任期は２年とし，欠員が生じた場合の補欠

委員の任期は前任者の残任期間とする。 

（委任） 

第10条 この条例の施行に関し必要な事項は，教育委

員会が規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，昭和57年10月１日から施行する。 

（観覧料に関する特例） 

２ 当分の間，館山市立博物館分館の常設展の観覧

料については，無料とする。 

附 則（昭和58年９月30日条例第19号） 

この条例は，昭和58年11月23日から施行する。 

区  分 
観覧料（1人につき） 

個人 団体 

常設展 
小学生・中学

生・高校生 
150円 100円 

  一般 300円 250円 

特別展 １人につき500円以内で、その都度別に定める。 

名称 位置 

館山市立博物館 館山市館山３５１番地の２ 

館山市立博物館分館 館山市館山１５６４番地の１ 
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附 則（昭和59年３月 26日条例第９号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は，昭和59年４月１日から施行する。 

附 則（平成12年３月 30日条例第11号） 

（施行期日） 

１ この条例は，平成12年４月１日から施行する。 

（非常勤の特別職の職員に係る報酬及び費用弁償

に関する条例の一部改正） 

２ 非常勤の特別職の職員に係る報酬及び費用弁償

に関する条例（昭和31年条例第 25号）の一部を

次のように改正する。 

別表第１号表中参与の項の次に次のように加え

る。 

  博物館長 193,000円以内で市長が定める額 

附 則（平成21年３月 19日条例第６号） 

この条例は，平成21年４月１日から施行する。た

だし，第６条の改正規定は，平成 21年７月１日から

施行する。 

附 則（平成22年12月24日条例第33号） 

この条例は，平成23年１月１日から施行する。 

附 則（平成24年３月 30日条例第10号） 

この条例は，平成24年４月１日から施行する。 

 

 
○館山市立博物館管理規則 

昭和57年9月23日教育委員会規則第8号 

（趣旨） 

第１条 この規則は，館山市立博物館設置条例（昭和

57年条例第15号。以下「条例」という。）に基づき

館山市立博物館（以下「博物館」という。）の管理

に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（開館時間） 

第２条 博物館の開館時間は，午前９時から午後４時

45分までとする。ただし，入館することができる時

間は，午前９時から午後４時30分までとする。 

２ 館山市教育委員会（以下「教育委員会」という。）

は，特に必要があると認めるときは，前項の開館時

間を変更することができる。 

（休館日） 

第３条 博物館の休館日は，次のとおりとする。 

(１) 毎週月曜日（その日が国民の祝日に関する法

律（昭和23年法律第178号）に規定する休日に当

たるときは，その翌日） 

(２) 12月29日から翌年の１月３日までの日 

２ 教育委員会は，特に必要があると認めるときは，

前項の休館日を変更し，又は臨時に休館日を設ける

ことができる。 

（観覧の手続） 

第４条 博物館に入館し観覧しようとする者（以下

「観覧者」という。）は，条例第６条に規定する観

覧料を納付し，個人観覧券（別記第１号様式）又は

団体観覧券（別記第２号様式）の交付を受けなけれ

ばならない。 

２ 団体（20人以上の場合をいう。）で観覧しようと

するときは，あらかじめ団体観覧申込書（別記第３

号様式）により申し込まなければならない。 

（観覧料の免除） 

第５条 条例第７条の規定により，観覧料を免除する

ことのできる場合は，次のとおりとする。 

(１) 市内に住所を有する65歳以上の者が観覧す

るとき。 

(２) 身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）

で定める身体障害者が観覧するとき。 

(３) 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律

（昭和25年法律第123号）で定める精神障害者が

観覧するとき。 

(４) 市内に所在する老人ホーム，福祉作業所その

他の福祉施設の入所者が，当該施設の職員の引率

で観覧するとき。 

(５) 市立の小学校及び中学校の児童及び生徒が，

学校行事として観覧するとき。 

(６) 前各号に定めるもののほか教育委員会が公

益上必要と認めるとき。 

２ 観覧料の免除を受けようとする者は，前項第１号

から第３号に規定する場合を除き，あらかじめ観覧

料免除申請書（別記第４号様式）により，教育委員

会に申請しなければならない。 
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３ 教育委員会は，観覧料を免除したときは，無料観

覧券（別記第５号様式）又は団体等無料観覧券（別

記第６号様式）を交付するものとする。 

（入館の制限） 

第６条 館長は，次の各号の一に該当する者に対して

入館を禁じ，又は退館を命ずることができる。 

(１) 所定の観覧券を所持しない者 

(２) 指導者，保護者又は付添人のない６歳に満た

ない者 

(３) 泥酔者その他観覧者に不快の感を与えると

認められる者 

(４) その他管理上支障があると認められる者 

（禁止行為） 

第７条 観覧者は，次に掲げる行為をしてはならない。 

(１) 博物館資料をき損し，又は汚損すること。 

(２) 許可なく博物館資料を模写し，又は撮影する

こと。 

(３) 所定の場所以外で喫煙又は飲食すること。 

(４) その他，他の観覧者の妨げになる行為をする

こと。 

（損害賠償） 

第８条 観覧者は，博物館資料，建物若しくは備品等

を損傷し，又は滅失した場合には，これによって生

じた損害を賠償しなければならない。 

（委任） 

第９条 この規則に定めるもののほか，博物館の管理

及び運営に関し必要な事項は，教育長が別に定める。 

附 則 

この規則は，昭和57年10月31日から施行する。 

附 則(平成27年３月20日教委規則第10号） 

この規則は，平成27年４月１日から施行する。 

 
 

○館山市立博物館協議会運営規則 

昭和59年4月24日教育委員会規則第4号 

（趣旨） 

第１条 この規則は，館山市立博物館設置条例（昭和

57年条例第15号）第10条の規定により館山市立博物

館協議会（以下「協議会」という。）の運営に関し，

必要な事項を定めるものとする。 

（会長及び副会長） 

第２条 協議会に会長及び副会長各１人を置く。 

２ 会長及び副会長は，委員の互選によって定める。 

３ 会長及び副会長の任期は，２年とする。 

４ 会長は，協議会を代表し，議事その他の会務を総

理する。 

５ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときは，

その職務を代理する。 

（会議） 

第３条 協議会の会議（以下「会議」という。）は，

必要がある場合において，会長が招集する。 

第４条 会議は，委員の２分の１以上の出席がなけれ

ば開くことはできない。 

２ 会議の議事は，出席委員の過半数で決し，可否同

数のときは，会長の決するところによる。 

（関係職員の出席） 

第５条 関係職員は，会議に出席して意見を述べるこ

とができる。 

（庶務） 

第６条 会議に関する庶務は，館山市立博物館におい

て処理する。 

（委任） 

第７条 この規則に定めるもののほか，協議会の運営

に関し必要な事項は，会長が定める。 

附 則 

この規則は，公布の日から施行し，昭和59年４月１

日から適用する。 

附 則（平成17年８月19日教委規則第11号） 

この規則は，公布の日から施行する。 
 
 

○館山市博物館資料選定基準 
（趣旨） 

１ 館山市博物館に関する資料の取得のために，館山

市立博物館資料選定基準を定める。 

（取得） 

１ 博物館資料（以下「資料」という。）は館の性格

に留意し，選定項目にそって取得する。 
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２ 評価については，１点１００万円をこえるときは，

館長の依嘱する資料評価委員の評価を求める。 

３ 選定にあたっては，必要に応じ，館長の依嘱する

資料審査委員に意見を求めることができる。 

  （貸与期間等） 

１ 館山市の歴史や民俗に関する資料であること。 

２ 里見氏に関する資料であること。 

３ 「里見八犬伝」に関する資料であること。 

４ １・２以外の資料で，館山市や安房郡の歴史や民

俗に深いかかわりのある資料であること。 

５ １・２・３以外の資料で，系統的に，あるいは種

類や変遷等で，館山市の歴史や民俗の理解に役立つ

もの。 

６ その他，当館の性格に照らして，必要な資料であ

ること。 

  （選定の視点） 

１ 展示構成の体系にそっているもの。 
２ 個性的で特色のあるもの。 
３ 学術的に価値の高いもの。 
４ 歴史的に地域性を備えたもの。 
５ 保護の必要性が要求されるもの。 
６ 将来の展望のなかで，価値や必要性を見通せるも

の。 
  （取得対象） 
１ 絵画     ・錦絵・合戦絵・絵草紙・文人画 

など 
２ 彫刻     ・武将木像・欄間彫刻 など 
３ 工芸     ・甲冑・刀剣・鉄砲 など 
４ 書跡     ・文人墨蹟 など 
５ 考古資料   ・個人所有の埋蔵文化財 など 
６ 歴史資料   ・古文書 など 
７ 有形民俗文化財 
８ その他 
 
   附 則 

 この基準は，昭和５７年６月１日から実施する。 
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